
 

平成２５年度当初予算 施策別取組概要 
 

 
                   31301 県産材の利用の促進       （農林水産部） 

（主担当部局：農林水産部）       31302  持続可能な林業生産活動の推進  （農林水産部） 

                    31303  林業・木材産業の担い手の育成  （農林水産部） 
                   31304 森林の適正な管理と公益的な機能の発揮 

                                                                            （農林水産部） 

                   31305  森林づくりへの県民参画の推進   （農林水産部） 
                   31306  森林文化および森林環境教育の振興（農林水産部） 

                    

 
 建築用材だけでなく、エネルギー源など新たな用途での利用が進み、木材生産量が増加しています。

また、森林環境教育や森林に親しむ機会の提供に加え、県民の皆さんや企業、ボランティア等が森林

づくりに参画しやすい環境整備が進み、さまざまな主体による森林づくり活動が活発に行われるとと
もに、間伐等の森林整備が進み、森林の適正な管理が進んでいます。 

 

 
 

 

 ※各指標のＨ23 年度数値は現状値 
目標項目の説明 

県内で生産されるスギ・ヒノキの供給量 

 

※各指標のＨ23 年度数値は現状値 

 

目標項目  H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

目標値 － 303 千  336 千   402 千  県産材（スギ・ヒノキ）素材生産

量 実績値 255 千      

目標項目  H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

目標値 － 32,000  37,000   50,000  
「三重の木」認証材等出荷量 

実績値 26,737      

目標値 － 20,000ha 30,000ha  50,000ha 
施業集約化団地面積（累計） 

実績値 6,669ha     

目標値 － 40 人 40 人  40 人 
新規林業就業者数 

実績値 41 人     

目標値 － 9,000ha 18,000ha  36,000ha 
間伐実施面積（累計） 

実績値 －     

目標値 － 27,000人 28,000人  30,000人 
森林づくり参加者数 

実績値 23,449人     

目標値 － 1,700 回 1,800 回  2,000 回 森林文化・森林環境教育の活動回

数 実績値 1,538 回     

３１３ 林業の振興と森林づくり 

平成 27年度末での到達目標 

施策の数値目標 

県民指標 

活動指標 



 

 

 
・ 県産材の需要拡大を図るため、「三重の木」のＰＲを行う18の取組への支援を決定するとともに、

「あかね材」モデルハウスを建築する「造るパートナー企業」８社及び「あかね材」を商業施設

の内装等に使用する「見せるパートナー企業」２社を選定し、「三重の木」「あかね材」の利用拡

大に取り組んでいます。今後は、さらなる販路開拓とともに、「あかね材」の認知度向上に取り

組んでいく必要があります。 

・ 木質バイオマスの安定供給体制づくりを促進するため、県内９地域の「地域林業活性化協議会」

に木質バイオマス推進員を配置するとともに、県内の林業関係者を対象に安定供給体制づくりの

ためのセミナー（３回）を開催したほか、供給事業者の収集・運搬機械の導入等を支援（９事業

体）しています。また、県産木質チップの発電への利用促進に取り組んだ結果、８月に木質バイ

オマス発電の協同組合が設立されました。今後も、安定供給体制づくりに向けた供給事業者の拡

大とともに、発電や熱利用など木質バイオマスのエネルギー利用の拡大に取り組む必要がありま

す。 

・ 森林施業の集約化や路網の整備等を促進するための森林経営計画制度について、市町や森林組合
等の林業事業体に対して、研修会を開催したほか、個別に指導・助言を行い制度の普及を図って

います。今後も、さらなる制度の普及を図るとともに、森林経営計画作成に向け、森林組合等の

林業事業体と森林所有者の合意形成を促進することが必要です。 
・ 林業の担い手を確保するため、林業関係団体と連携した就業フェアの開催や高校生の職場体験研

修、建設業等異業種の参入促進のための研修会を開催しています。また、県産材の効率的な生産

のため、高性能林業機械の操作研修を開催するとともに、森林経営計画の作成を推進する森林施

業プランナーの育成研修を開催することとしています。しかし、依然、担い手や技術力等が不足

していることから、これらの取組を継続して実施していく必要があります。 

・ 環境林整備を促進するため、市町の協力を得て事業に取り組んでいます。また、所有者の意向調

査や現地の状況調査等の結果を踏まえ、事業の仕組みを見直しているところです。今後は、新し

い制度のもとで森林の適正な管理を進める必要があります。 

・ 県民の皆さんの森林への理解の醸成を進めるため、森林フェスタや森の講座、団体と協働した森

林に親しむイベント等を県内各地で開催するとともに、ホームページやフェイスブック、森林づ

くりニュースの発行などを通して、森林づくりに関する情報発信を行っています。今後も、引き

続き様々な催しや情報ツールを活用して、ＰＲを行っていく必要があります。 

・ 森林環境教育の指導者登録制度を設け、知識や技能を持った県民の皆さんの協力のもとに、小学

校での森林環境教育の機会の提供を進めていますが少数に留まっています。今後も小学校への森

林環境教育の浸透をさらに図る必要があります。 

・ 紀伊半島大水害により被災した林道施設等の早期復旧に取り組んでいます。今後も、被災した林

道施設等が早期に復旧できるよう計画的な発注に努めていく必要があります。 

・ 森林づくりに関する税検討委員会からの答申を踏まえ、県として災害に強い森林づくりを進める
ための税の導入案をとりまとめました。今後は、円滑な税導入に向けて市町との連携を図るとと

もに県民の皆さんの理解を得ていく必要があります。 

 

 

 

 

 

進捗状況（現状と課題） 



 

 

 

 
 
・ 品質や規格の明確な「三重の木」「あかね材」等の利用拡大を図るため、住宅等への利用促進に向

けたＰＲ活動への支援や首都圏における販路開拓などに取り組みます。特に、「あかね材」につい

ては、引き続き、モデルハウスや商業施設に「あかね材」を利用する民間企業と連携して利用意

義などをＰＲするとともに、公共建築物における利用促進に取り組み、その認知度向上と利用拡

大を図ります。 

・ 木質バイオマスの安定供給体制づくりについては、森林組合や県内の林業関係者等で構成する協

議会を活用し、関係者との連携を強化するとともに、供給事業者への収集・運搬機械等の導入支

援を行い、供給事業者の育成に取り組みます。また、木質バイオマスのエネルギー利用の拡大に

向け、木質チップの供給や発電・熱利用施設の整備を促進します。 

・ 市町等と連携して、森林経営計画制度の普及・定着に取り組むとともに、森林経営計画作成に向

け、森林組合等の林業事業体が森林所有者と合意形成を図るための活動を支援します。 

・ 林業の担い手の確保については、就業フェアの開催や職場体験研修、新規参入促進のための研修

などを開催します。また、県産材の効率的な生産に必要な機械操作に習熟した技術者を育成する

とともに、森林施業の集約化を担う森林施業プランナーなどを育成します。 

・ 環境林整備については、新しい制度のもと、森林組合等の林業事業体や市町が取り組む間伐等の

施業を支援し、森林の適正な管理を進めます。 

・ 県民の皆さんの森林に対する理解の醸成については、イベント、ホームページやフェイスブック、

森林づくりニュース等の森林づくりに関する啓発ツールの内容の充実を図ります。また、10月の

三重のもりづくり月間での重点的な取組に加え、関係団体等と連携し 1年を通して様々な啓発活

動を行います。 

・ 森林環境教育については、指導者の増加とスキルアップを図るとともに、小学校への情報提供と

森林環境教育活動の支援を進めていきます。 

・ 紀伊半島大水害により被災した林道施設等の復旧については、市町等と連携して平成 25 年度完了

に向けて取り組みます。 

・ 災害に強い森林づくりを進めるため、県内各地の説明会やフォーラムの開催等を通して県民の皆

さんの幅広い意見を伺いながら、「みえ緑と森のきずな税（仮称）」の平成 26 年４月からの導入

に向けた取組を進めます。 

 

 

  

 
 
●（一部新）「もっと県産材を使おう」推進事業【基本事業名：31301  県産材の利用の促進】 

 予算額：(24) ６，５８３千円 → (25)  ７０，６０５千円 

事業概要：県産材の利用拡大を図るため、「三重の木」認証材をはじめとする県産材を使用した

住宅建築等の際に、ポイントを付与し、県産の農林水産物との交換等を行う取組や

｢三重の木｣をＰＲする取組等を支援します。 

  

 

平成 25 年度の取組方向 

農林水産部 

主な事業 

農林水産部 



 

●エコブランド「あかね材」販売促進事業【基本事業名：31301  県産材の利用の促進】 

   予算額：(24) ９，９７２千円 → (25)  １０，２９６千円 

   事業概要：「あかね材」利用を進める工務店などの「パートナー企業」を創出し、住宅や商業

施設等への利用拡大と認知度向上を図ります。 

 

●木質バイオマスエネルギー利用促進事業【基本事業名：31301  県産材の利用の促進】 

 予算額：(24) １９，０８８千円 → (25)  １４，７５１千円 

事業概要：木質バイオマスの安定供給体制を構築するため、森林組合、素材生産業者、林家等

による協議会を開催するとともに、チップ原料を供給する事業者や林業者と建設業

者の連携事業者の収集・運搬機械導入や新たな雇用の支援などを行います。 

 
●新たな木質バイオマス供給拠点づくり事業【基本事業名：31301  県産材の利用の促進】 

   予算額：(24) ７，５００千円 → (25)  ９，５６４千円 

   事業概要：木質バイオマスを安定的に供給できる体制を構築するため、高性能林業機械のリー

ス費用を支援するとともに、東紀州から松阪までの輸送経費相当額の支援を行います。 

 

●森林整備加速化・林業再生基金事業【基本事業名：31302  持続可能な林業生産活動の推進】 

 予算額：(24) ９５７，０５４千円 → (25)  １，５００，８７５千円 

事業概要：林業・木材産業の再生を図るため、三重県森林整備加速化・林業再生基金を活用し、

間伐等の森林整備、林内路網整備、木材加工流通施設整備、木質バイオマス利用施

設整備等を支援します。 

 

●造林事業【基本事業名：31302  持続可能な林業生産活動の推進】 

 予算額：(24) ２７６，２０２千円 → (25) ４４３，４６７千円 

事業概要：森林の有する多面的機能の維持・増進や持続的林業生産活動等の推進を図るため、

植栽、下刈、搬出間伐等の森林整備や路網整備を支援します。 

 

●林道事業【基本事業名：31302  持続可能な林業生産活動の推進】 

 予算額：(24) ７３４，８５０千円 → (25) ６９８，０７３千円 

事業概要：木材の生産や搬出に必要となる林道を開設するとともに、輸送力の向上と通行の安

全の確保等を図るため、既設林道の改良などを実施します。 

 

●森林経営計画作成推進事業【基本事業名：31302  持続可能な林業生産活動の推進】 

 予算額：(24) ３６，９４８千円 → (25)  ５７，９２７千円 

事業概要：林業事業体等による森林経営計画の作成を促進するため、境界確認や森林所有者と

の合意形成活動等を支援します。また、集約化施業を促進するため、間伐を行うた

めに必要な調査や既存路網の簡易な改良等を支援します。 

 
●がんばる三重の林業推進事業【基本事業名：31302 持続可能な林業生産活動の推進】 

予算額：(24) ７４,４２７千円 → (25) ６８,２３９千円 

事業概要：森林の団地化・施業の集約化や路網整備等と搬出間伐の一体的な実施、流通の合理

化の取組を支援し、架線技術の継承など技術者の養成を進めることにより、木材生

産コストを低減し、安定供給体制の構築を促進します。 



 

 

●（新）アグロフォレストリーモデル事業【基本事業名：31302  持続可能な林業生産活動の推進】 

 予算額：(24)     － 千円 → (25)  ４，０００千円 

事業概要：林業の複合経営を推進するため、森林所有者等が新たな林業収入を得るための取組

として、水田跡造林地にシイタケ原木であるクヌギ等の植林を行う費用等に支援し

ます。 

 

●林業担い手育成確保対策事業【基本事業名：31303  林業・木材産業の担い手の育成】 

 予算額：(24) １０，４３９千円 → (25)  １６，９８６千円 

事業概要：林業の担い手を確保するため、職場体験研修等を開催するとともに、林業への就業

に向け、必要な知識の習得等を行う青年に対して資金の給付を行います。また、林

業機械の操作やメンテナンス等に習熟した技術者を育成します。 

 
●森林環境創造事業【基本事業名：31304  森林の適正な管理と公益的な機能の発揮】 

 予算額：(24) ２４０，３９０千円 → (25)  １９９，３２６千円 

事業概要：環境林に区分された森林のうち、所有者から提供された森林を公共財として位置づ

け、森林の有する公益的機能が持続的に発揮されるよう、間伐等により針葉樹と広

葉樹との混交林への誘導を行うなど、森林の適正な管理を進めます。 

 
●森林再生による野生鳥獣の生息環境創出事業【基本事業名：31304  森林の適正な管理と公益的

な機能の発揮】 

   予算額：(24) ７９，０５２千円 → (25)  ６８，１５７千円 

   事業概要：かつて野生鳥獣の住処であった健全な森林を再生するとともに、集落付近の森林に

おいて野生鳥獣の隠れ場所等を解消し、野生鳥獣の出没機会の減少を図ります。 

  

●みんなでつくる三重の森林事業【基本事業名：31305  森林づくりへの県民参画の推進】 

 予算額：(24) ７，１２８千円 → (25) ７，０００千円 

事業概要：県民による森林づくり活動への参加を進めるため、県民、企業、ＮＰＯ等への情報

提供や支援とともに、10 月の三重のもりづくり月間にイベントを行います。 

 
●みえの森っ子まなびや活動体験事業【基本事業名：31306  森林文化および森林環境教育の振興】 
 予算額：(24) ４，４２７千円 → (25)  ４，３５４千円 
事業概要：子供たち等の森林や木材に関する理解を深めるため、森林の講座など森林に関する

学習機会等の増大を図ります。 
 
●林道施設災害復旧事業（２３年災）【基本事業名：31302  持続可能な林業生産活動の推進】 
 予算額：(24) ４７８，０７７千円 → (25)  ４２１，７７５千円 
事業概要：紀伊半島大水害により被災した林道施設等の復旧を支援します。 

 
●（新）災害に強い森林づくり推進事業【基本事業名：31305  森林づくりへの県民参画の推進】 
予算額：(24)      － 千円 → (25)  ４８，９６８千円 
事業概要：災害に強い森林づくりを進めるための税の県民説明会やＰＲ活動等による普及啓発、

税収事業の円滑な実施に向けた実行計画策定等の事前準備を行います。 

 


